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東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 8 号　2022

1 ．はじめに
新型コロナウイルス感染拡大に伴い，外国語の授業

の質的転換が求められている．ここでは，機構言語文

化教育センターの初修外国語専任教員が，コロナ禍に

おいて，どのような問題に直面し，どのようなことを

考え，実践したのかが述べられる．

最初の報告をするドイツ語（カン）は，コロナ禍に

おける授業実施形態とそれに関する受講生の要望を概

観し，授業実践に基づくオンライン授業のメリットと

デメリットを述べる．次に，スペイン語（田林）は，

オンライン授業の「善悪」について考察を行なった後，

それが必ずしも悪いものではなく，学生にとっても教

員にとってもメリットがあることを強調する．第3に

朝鮮語（金）は，本学全学教育科目として設置されて

いる基礎，展開の各科目について，具体例と共に遠隔

授業のメリット・デメリットを考察し，また新しい発

見についても触れる．第4にフランス語（深井）は，

ZOOMを利用した遠隔によるライブ授業の工夫の仕

方を反転授業と絡めて考え，そのメリットとデメリッ

トを述べる．最後に，中国語（趙）は，遠隔授業の可

能性と限界について述べたあと，オンラインと対面を

融合させた教育の未来について述べ，とりわけオンデ

マンド型授業の有効性・可能性について考察する．

2 ．コロナ禍における授業形態と受講生の反応
（ドイツ語）
オンライン授業の形態はおおむね，①非同期型（動

画などの授業資料の配信による「オンデマンド型」），②

同期型（Zoom やGoogle Meetなどを利用した「リアル

タイム型」），③混合型（①と②の併用および対面授業と

オンライン授業を併用する「ハイブリット型」，対面授

業をリアルタイムで同時配信する（さらに録画してオン

デマンド配信する）「ハイフレックス型」）の 3 つのタイ

プに大別される（竹内2001，境2001なども参照）．

本節では，コロナ禍における東北大学全学教育のド

イツ語の取り組みを紹介する．以下では，まずドイツ

語科目の授業実施形態に関する概要を示し，次に「基

礎ドイツ語」科目で特に多かったオンデマンド型授業

のメリットとデメリットおよび，オンデマンド型とリ

アルタイム型の併用による相乗効果について，筆者の

担当授業の例を交えながら述べる．

2.1　ドイツ語科目の授業実施形態
東北大学全学教育で2021年度前期に開講されたドイ

ツ語科目は，「基礎ドイツ語」48コマ，「展開ドイツ語」

8 コマで，合計56コマである．学期初めに全学教育の

ホームページで公開されたデータによると，これらの

ドイツ語科目の授業実施形態は次のとおりである．
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新型コロナウイルスの感染拡大に伴い，我々は従来の対面授業を行うことができなくなった．とりわけ，
人と人のコミュニケーション（発話）を教育の柱としている外国語教育は，飛沫感染などの恐れもあり，遠
隔授業に方向転換せざるを得なかった．本稿では，東北大学高度教養教育・学生支援機構の初修外国語専任
教員（ドイツ語，スペイン語，フランス語，韓国語，中国語）がこの機会にどのように授業を捉えなおし，
その改善に向けていかなる試みを行ったのかを具体的に紹介する．また，ポストコロナにおける教育のスタ
イルを模索し，遠隔授業のメリットやデメリット，今後の展望などについても述べる．
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深井 陽介ほか・ポストコロナにおける教育スタイルを見据えて

1 年生が受講する「基礎ドイツ語」は週 2 コマある

が，基本的に一人の教員が同一クラスの週 2 コマを担

当している1）．したがって，週 2 コマともに同じ形態

のドイツ語授業を受講するケースが多いと考えられる

が，表1に見られるように，「基礎ドイツ語」科目では

オンデマンド型授業の割合が高い．次に対面授業が約

3 割あるが，担当教員との関連で見ると，非常勤講師

による授業がその大半を占めている2）．

なお対面授業の際は，諸事情により対面授業に出席

できない受講生への対応として，授業収録動画の提供

または同時配信のハイフレックス型授業などが行われ

た．また表 1 は，主な授業形態として各授業の担当教

員が回答したものを集計したものにすぎず，実際の授

業は，対面授業とオンライン授業の併用やオンライン

授業の中でもオンデマンド型とリアルタイム型の併用

など，様々な形で実施された．これについては後述す

る．

2.2　授業形態に関する受講生の要望
上述のとおり，2021年度前期のドイツ語科目ではオ

ンデマンド型授業の割合が最も高かったが，それは，

2020年度のオンライン授業の経験を踏まえ，多くの教

員がオンデマンド型授業のメリットを評価しているか

らであると考えられる．では，学生の立場はどうであ

ろうか．筆者が2021年度前期の「基礎ドイツ語」の初

回の授業で実施したアンケート（ 3 クラスで合計90名

対象）の結果によれば，学期初めの時点で受講生が希

望している授業形態は次のとおりである．

この結果を踏まえて筆者は，授業動画の配信による

オンデマンド型を中心に，リアルタイム型での会話練

習などを組み合わせる形で授業を行った．第 1 クオー

ターの終わり頃，受講生に改めて授業に関する感想や

要望を自由記述式で求めたところ，オンデマンド型の

授業の利便性に言及し，第 2 クオーターも同じ形（オ

ンデマンド型＋リアルタイム型での会話練習）を続け

てほしいという趣旨の回答をした受講生が全体の約 8

割を占めた．初回の授業で行ったアンケートの結果と

比べると，受講生の間でオンライン授業（特にオンデ

マンド型授業）がさらに肯定的に受け入れられている

ことがわかる．その他の回答としては，リアルタイム

での会話練習の機会を増やしてほしい／対面で会話練

習をしてみたい／毎回の課題が復習に役立つといった

趣旨のものがあった．学習効果を考えた場合，受講生
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表表 1．．2021 年年度度前前期期ののドドイイツツ語語科科目目のの授授業業実実施施形形態態 

 基礎ドイツ語 展開ドイツ語 

対面 14 コマ

（29%） 

6 コマ 

（75%） 

オンデマンド

型 

30 コマ

（63%） 

2 コマ 

（25％） 

リアルタイム

型 

4 コマ 

（8%） 

- 

合計 48 コマ

（100%） 

8 コマ 

（100%） 

 

1 年生が受講する「基礎ドイツ語」は週 2 コマある

が，基本的に一人の教員が同一クラスの週 2 コマを担

当している 1)．したがって，週 2 コマともに同じ形態

のドイツ語授業を受講するケースが多いと考えられる

が，表 1 に見られるように，「基礎ドイツ語」科目では

オンデマンド型授業の割合が高い．次に対面授業が約

3 割あるが，担当教員との関連で見ると，非常勤講師

による授業がその大半を占めている 2)． 

なお対面授業の際は，諸事情により対面授業に出席

できない受講生への対応として，授業収録動画の提供

または同時配信のハイフレックス型授業などが行われ

た．また表１は，主な授業形態として各授業の担当教

員が回答したものを集計したものにすぎず，実際の授

業は，対面授業とオンライン授業の併用やオンライン

授業の中でもオンデマンド型とリアルタイム型の併用

など，様々な形で実施された．これについては後述す

る． 

 
2.2  授授業業形形態態にに関関すするる受受講講生生のの要要望望 

上述のとおり，2021 年度前期のドイツ語科目ではオ

ンデマンド型授業の割合が最も高かったが，それは，

2020 年度のオンライン授業の経験を踏まえ，多くの教

員がオンデマンド型授業のメリットを評価しているか

らであると考えられる．では，学生の立場はどうであ

ろうか．筆者が 2021 年度前期の「基礎ドイツ語」の初

回の授業で実施したアンケート（3 クラスで合計 90 名

対象）の結果によれば，学期初めの時点で受講生が希

望している授業形態は次のとおりである． 

 

表表 2．．「「対対面面授授業業 vs. オオンンラライインン授授業業」」ににつついいててのの 

受受講講生生のの要要望望 

授業形態 回答 

対面のみ／対面中心 32 人

（35%） 

対面とオンラインを半分ずつ 16 人

（18%） 

オンラインのみ／オンライン中心 42 人

（47%） 

合 計 90 人

（100%） 

 

表表 3．．「「オオンンデデママンンドド型型授授業業 vs. リリアアルルタタイイムム型型授授

業業」」ににつついいててのの受受講講生生のの要要望望 3） 

授業形態 回答 

オンデマンド型のみ／オンデマンド

型中心 

67 人

（75%） 

オンデマンド型とリアルタイム型を

半分ずつ 

11 人

（12%） 

リアルタイム型のみ／リアルタイム

型中心 

12 人

（13%） 

合 計 90 人

（100%） 
 

この結果を踏まえて筆者は，授業動画の配信による

オンデマンド型を中心に，リアルタイム型での会話練

習などを組み合わせる形で授業を行った．第 1 クオー

ターの終わり頃，受講生に改めて授業に関する感想や

要望を自由記述式で求めたところ，オンデマンド型の

授業の利便性に言及し，第 2 クオーターも同じ形（オ

ンデマンド型＋リアルタイム型での会話練習）を続け

てほしいという趣旨の回答をした受講生が全体の約 8

割を占めた．初回の授業で行ったアンケートの結果と

比べると，受講生の間でオンライン授業（特にオンデ

マンド型授業）がさらに肯定的に受け入れられている

ことがわかる．その他の回答としては，リアルタイム

での会話練習の機会を増やしてほしい／対面で会話練

習をしてみたい／毎回の課題が復習に役立つといった

表 1 ．2021年度前期のドイツ語科目の授業実施形態
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この結果を踏まえて筆者は，授業動画の配信による

オンデマンド型を中心に，リアルタイム型での会話練
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割を占めた．初回の授業で行ったアンケートの結果と
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ことがわかる．その他の回答としては，リアルタイム

での会話練習の機会を増やしてほしい／対面で会話練

習をしてみたい／毎回の課題が復習に役立つといった

表 2 ．「対面授業 vs．オンライン授業」についての
受講生の要望
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半分ずつ 

11 人

（12%） 

リアルタイム型のみ／リアルタイム

型中心 

12 人

（13%） 

合 計 90 人

（100%） 
 

この結果を踏まえて筆者は，授業動画の配信による

オンデマンド型を中心に，リアルタイム型での会話練

習などを組み合わせる形で授業を行った．第 1 クオー

ターの終わり頃，受講生に改めて授業に関する感想や

要望を自由記述式で求めたところ，オンデマンド型の

授業の利便性に言及し，第 2 クオーターも同じ形（オ

ンデマンド型＋リアルタイム型での会話練習）を続け

てほしいという趣旨の回答をした受講生が全体の約 8

割を占めた．初回の授業で行ったアンケートの結果と

比べると，受講生の間でオンライン授業（特にオンデ

マンド型授業）がさらに肯定的に受け入れられている

ことがわかる．その他の回答としては，リアルタイム

での会話練習の機会を増やしてほしい／対面で会話練

習をしてみたい／毎回の課題が復習に役立つといった

表 3 ．「オンデマンド型授業 vs．リアルタイム型授業」
についての受講生の要望3）
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に好まれる授業形態が必ずしも最善とは言えず，教育

上のメリットとデメリットを考慮した運用が重要であ

ることは言うまでもない．

2.3　オンデマンド型授業のメリットとデメリット
オンライン授業の中ではリアルタイム型のほうが通

常の対面授業に最も近い形を再現できる．その最大の

メリットは教員と受講生，受講生同士がコミュニケー

ションを取りやすいという点にあり，逆にそれが担保

できないのがオンデマンド型授業の最大のデメリット

と言える．それにもかかわらず，上述のとおり，ドイ

ツ語科目では教員にも受講生にもオンデマンド型が支

持される傾向が見られた．

オンデマンド型授業のメリットとしてまず挙げられ

るのは，教員・受講生ともに時間的制約を受けない点

であろう．また受講生からは，必要に応じて授業動画

を繰り返し視聴したり気軽に質問できたりと，各自の

ペースで学習を進められる点が高く評価されている．

これは，様々なアンケートの結果からもすでに明らか

になっており（喜連川 2020 など参照），筆者の担当

クラスの受講生の反応とも一致している．

一方，オンデマンド型授業にはデメリットも少なく

なく，特に発話練習が重要な要素のひとつとなる外国

語科目の授業の場合，リアルタイムで双方向のコミュ

ニケーションが取れないのは大きなデメリットであ

る．また，受講生の理解度を把握しにくいという問題

もある．そのため，オンデマンド型授業では，毎回課

題などで学習成果を確かめる必要があり，それにより，

学生にとっては課題の負担が増え，教員にとっても課

題のフィードバックの負担が大きいのが実情である．

筆者の授業でも，文法，作文，リスニング，発音の録

音，文章読解など，毎回の授業で大小様々な課題の提

出を求めた．幸いにも課題の提出率は非常に高かった

が，動画の作成をはじめとする授業準備に加え，課題

のフィードバックや個別質問への対応などには相当の

時間と労力を要した4）．

2.4　オンデマンド型とリアルタイム型の併用に
よる相乗効果
ここでは，筆者の担当授業で行った，オンデマンド

型授業のデメリットを補うための工夫とその効果につ

いて述べる．

（ 1）会話練習

まず，リアルタイムでの会話練習について述べる．

オンデマンド型授業で最も不足しがちな「話す」練習

の機会を増やすため，通常のオンデマンド型授業に加

え，リアルタイムでグループ別の会話練習を行った．

グループ分けリストと集合時刻およびGoogle Meetの

リンク，会話練習のテーマやワークシートなどの資料

を事前配布し，受講生には各自準備のうえ，リアルタ

イムの会話練習に参加するよう指示した．会話練習で

は，母語話者のTAやグループメンバーとの会話を中

心に進め，教員は必要に応じてチャットでサポートを

しながら，各グループの時間管理やトラブル対応など

を行った．このようなリアルタイムの会話練習を定期

的に行うことにより，多くの受講生に次のような変化

（効果）が観察された：

・発音とリスニングが上達し，ドイツ語を話すことに

対する苦手意識が薄れていった

・アウトプットを意識しながらインプット学習を行う

ようになった

・オンデマンド型授業で提供している教材をより積極

的に活用するようになった

（ 2）グループワーク

次に，課題型のグループワークについて述べる．上

述のとおりリアルタイムでの会話練習では一定の学習

効果が確認されたものの，オンデマンド型中心の授業

においてその機会は限られており，依然として十分と

は言えない．そこで，受講生同士の練習の機会をさら

に増やすため，グループワークを取り入れることにし

た．とはいえ教員は，事前にグループワークのタスク

とその成果発表の日時・方法を周知し，グループ分け

や最初の打ち合わせ（Google Meet）をセッティング

しただけで，その後の取り組みについては基本的に各

グループに任せる形にした．タスクの具体的な内容は，

①好きなテーマで会話スキットを作成し，それを覚え

てロールプレイで発表すること，②質問をたくさん用

意し，母語話者TAにインタビューを行うこと，の 2

つであった．また，各グループの成果発表はリアルタ

イムの会話練習の時間に行われ， 完成した会話スキッ
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トとインタビューの内容については，成果発表後に各

自提出してもらい，添削して返却した．全体的に積極

的な取り組みが見られ，成果発表では期待以上のパ

フォーマンスを見せてくれたグループも多かった．グ

ループワークではお互い教え合い，学び合うことで既

習の文法や表現の応用力を身につけることを期待して

いたが，受講生から寄せられたコメントからさらに次

のような副次的効果も確認することができた：

・自主的に何度もオンラインで集合し，成果発表に向

けて練習を行った（授業時間外学習の活性化）

・（LINEグループを作るなどして）グループワーク

のことみならず，様々な情報交換や交流を行った（受

講生同士の交流の活性化）

以上のような会話練習やグループワークは，通常の

対面授業では当たり前のように行われていたものであ

り，今更その教育効果を強調するまでもない．重要な

ことは，対面では様々な制約があるコロナ禍において，

オンラインだからこそ出来ることも多いということで

ある．今後は，対面授業の代替手段としてのオンライ

ン授業に留まらず，オンラインならではのメリットを活

かした，より積極的な意味でのオンライン授業を展開

していく必要があり，様々な可能性が期待されるとこ

ろである．またそれらはポストコロナ時代の外国語教

育においても有効な手段として位置づけられるだろう．

3 ．オンライン授業のメリット　-学生の希望，
教育上の効果からの考察（スペイン語）

3.1　文科省の突然の要請　-翻弄される現場
2020年10月16日，萩生田光一文部科学大臣（当時）

が閣議後記者会見で，「ほとんど遠隔」で授業を行っ

ている大学に対して，遠隔授業の比率が大きいことに

学生が納得しているかどうかの認識を尋ね，大学名と

ともに公表する考えを示した5）．遠隔授業を取り入れ

ている大学を「さらしもの」にしようというこの発言

に対して，違和感と同時に激しい怒りを感じた大学教

員や研究者も少なくなかったと推察される．なぜなら，

コロナ禍が拡大して，大学を始めとする小学校，中学

校，高等学校も含めた主な教育機関が安倍晋三首相（当

時）によって「閉鎖」に追い込まれた時，文部科学省

は「なぜ教育機関はオンライン授業を積極的に行わな

いのか」という，現在とは全く逆の主張を繰り返して

いたからである．

突然の「大学に対するオンライン授業実施の要請」

に大混乱に陥った現場の教員は，膨大な（そして急激

に変化した）授業準備に忙殺されながらも，試行錯誤

でオンライン授業の準備を進め，そして実施した．そ

してようやくオンライン授業のノウハウを掴み始め，

遠隔授業が軌道に乗った矢先に，文科省から言わば

ちゃぶ台返しのような要請が出されたのである．これ

で怒らない方がどうかしている．

コロナ禍における感染拡大も含めた状況は全く変

わっていないのに，ある時はオンライン授業を推奨し，

別の時にはオンライン授業を徹底的に叩く矛盾―現

場の教員は，恣意的でいい加減な政府の圧力に翻弄さ

れることになった．しかし，本当にオンライン授業は

教育上極めて劣悪で，それに比べて対面授業は素晴ら

しいものなのだろうか．また，「良い・悪い」の基準は，

一体どのように計れるのか．本節では，オンライン授

業の「善悪」について若干の考察を行った後，オンラ

インのメリット面を中心に検討する．

　

3.2　オンライン授業は「悪」なのか　-学生の希
望，教育上の効果の視点及び大学と文科省の認
識の乖離
文科省がオンライン授業にNOを突きつけたのは，

それがいかなる側面であれ，「オンラインは対面授業

に比べて劣る」と判断したからである．更に，一部の

新聞記事で，対面授業を行わない大学は義務不履行だ

として，学生が明星大学を提訴する予定である旨が報

道された6）．しかし，文科省は文部科学大臣も含めて

「なぜ，どのような点からオンライン授業が悪なのか」

を一切説明していない．また明星大学に対する提訴も，

一学生個人の自発的な行動ではなく，何らかの外的な

力や要因が働いている可能性が高い．現に，アメリカ

では名門コロンビア大学を始めとして60以上もの大学

が「オンライン授業は不当」として集団訴訟に発展し

ており，当然これらは一個人だけの行動ではないだろ

う7）．即ち，世論の一部及び文科省は，オンライン授

業を行う大学に対して理由なき否定的な感情を抱いて

いるのである．
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オンライン授業が文科省が述べるようにデメリット

ばかりなのかどうかはともかく，教育現場においては，

①学生の希望（授業受講者），②教員（大学）側の事

情（授業実施者），そして③教育上の効果，の 3 点が

議論されなければならない．本節では，特に①と③に

焦点を当てて考察する．

　

3.2.1　学生の希望　-オンライン授業を受講者はどう

捉えているのか

2021年 6 月11日，Facebookの「新型コロナのイン

パクトを受け，大学教員は何をすべきか，何をしたい

かについて知恵と情報を共有するグループ」において，

非公式ではあるが「緊急事態宣言解除後に，もし選べ

るなら」 1 ）もうここまできたら前期は最終回までオ

ンライン授業がいい， 2 ）一刻も早く教室対面授業に

してほしい，というアンケート調査の結果が報告され

た（グループメンバーより投稿．なお，非公式のため

に投稿者の氏名やクラス名などの詳細を公表すること

は避ける）．対象は「 3 ・ 4 年生のみの授業」（当日の

参加者166名）及び「 1 ・ 2 年生が中心」（当日の参加

者236名）の 2 クラスである．

結果，前者は 1 ）が111名（67%），2 ）が46名（18%），

無回答 9 名，後者は 1 ）が162名（69%）， 2 ）が43名

（18%），無回答が31名だった．投稿者が強調している

ように，学生の要望が常に教育学的に正しいと考えて

はならず，更に，この結果をもって特定の主張を強く

推し出す意図もない．それでも，双方の授業において

7 割近い学生がオンライン授業を希望した点は見逃し

てはならない．

また，関西大学では全学部生を対象に，オンライン

授業に関するアンケート調査を実施している8）．ここ

で挙げられたオンライン授業のメリットとして，「移

動がない」（約85%），「自分のペースで学習できる」（約 

65%），更に「倍速で講義映像を見る」（約35%）と，

時間の効率性に関するものが多く並んだ．実際，筆者

の元にもかなりの学生が，オンライン授業に対して「好

きな時間に，好きな場所で，好きなだけ勉強できる」

という利便性を好意的に捉えたコメントを寄せてい

る．また，通学を精神的・肉体的に苦にする学生も，

オンライン授業，特にオンデマンドの授業は負担が少

ないようである．今まで通学の負荷に耐えられなかっ

た学生が幾度も落第を繰り返したが，オンライン授業

によって「単位を勝ち取った」例もある．

更にこのアンケート調査の付録において，仮に対面

授業が実施されてもオンライン，特にオンデマンドの

授業形態を取り入れることを希望する学生が多いこと

が示された9）．この傾向は年次が上がるほど高くなり，

特に 5 年次以上になると，全体の84.6%がオンライン

授業の導入を歓迎している．

学生は，時間を気にせず受講できること，オンデマ

ンド授業においては教員の説明を聞き逃しても繰り返

し視聴できるためにメモがとりやすいこと，など時間

的な余裕や授業受講の垣根の低さ，それにコンビニエ

ントな授業形態に特に魅力を感じているようである

（岡田 2021）．

　

3.2.2　オンライン授業の教育学的効果

コロナ禍が発生し，大学を始めとする教育機関が本

格的にオンライン授業に参画してからまだ 1 年強しか

経過していないため，大規模な追跡調査も含めた教育

学的効果の是非を論じることは時期尚早である．あく

まで参考に留めるべきであろうが，中村（2021）は，

対面授業とオンライン授業を行った後の最終試験の結

果を比較して，後者の方が優位に授業科目内容の修得

率が高かったことを報告している．

だが，中村の行った 4 科目の調査の内訳は， 1 科目

が教職科目，残りの 3 科目が心理系の資格関連科目で

あり，いわゆる「座学」が可能な科目である．第二外

国語やゼミ，実験や実習などの「実技」が優先される

科目に対しても，この結果が適用されるかどうかは慎

重に見極めなければならない．特に第二外国語の修得

においては，発音指導やアルファベットも含めた基礎

的な前提知識から学生に講義しなければならないた

め，英語などと比較しても教員側が仮想教室及び直接

的対面教室の両方において「実演」しなければならな

い場面が多い．

また，中村の調査における最終試験は選択式（マー

クシート式）であり，果たして選択式の回答の結果を

そのまま第二外国語の修得可能性に適用してよいかは

慎重に議論しなければならない．いわゆる「当て推量」
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が，語学，特に記述式の試験ではほとんど効果がない

ことを考えると，オンライン授業が有効かどうかは第

二外国語授業科目における中・長期的な教育学的効果

を検討して判断しなければならない．

更に，教育とは単に知識を効率的に伝達することだ

けではない．相場（2007，2021）やHattie（2009）が

指摘しているように，教育の主な活躍場所はあくまで

教師と学生の両者が参加する教室における対面形式で

あり，オンラインの教育教材は補助的な使われ方をす

ることで最も効果的に機能する．相場（2021：47）は，

「理想の授業とは対面授業の中にオンライン授業を補

足的に利用した授業」と結論づける．だが，相場の調

査報告は主に小学生（慶應義塾幼稚舎）を対象にした

ものであり，自主的学習が可能な大学生に対しても同

様の結果が出るかどうかは明らかではない．家庭内学

習（宿題）も含めた課題の提示の方法や，そもそも教

育現場での用語の使用，接触の密度が大学と小学校で

は大幅に異なるため，小学校で通用した教育学的スト

ラテジーが大学でそのまま適用できるかどうかは更な

る調査が必要である10）．

　

3.2.3　第二外国語の授業では結論の出ない「オンライ

ン授業の是非」

以上から，大学の講義受講者（学生）のニーズ及び

教育学的効果と，世論の一部および文科省の見解とは

大幅な乖離があることが分かった．もっとも，「対面

授業優先か，オンライン授業優先か」という議題は，

感情的・政治的な側面も映し出すことがあり，調査報

告も恣意的なものに偏るきらいがあることは否めな

い．少なくとも大学の第二外国語教育において，真に

オンライン授業が有効であるかどうかはまだ確実な結

論が出ていないと言える．

しかし，対面授業が主体であれオンライン授業が主

体であれ，少なくともオンライン形態の教育教材を取

り入れて，教育効果がマイナスになる事例は管見では

見当たらない．よって，オンライン授業をただちに悪

と判定する文科省の「提言」は的外れと言わねばなら

ないだろう．

　

3.3　東北大学のスペイン語教育に関する実践例   
-結論として
章結として，筆者が担当している東北大学のスペイ

ン語（入門的な「基礎スペイン語」及びより発展的な

「展開スペイン語」）についての簡単な調査を報告する．

2021年度現在，教員 9 名（専任教員 4 名，非常勤講師

5 名）のうち，オンライン授業を行っている教員は僅

か 2 名で，他の 7 名はハイブリッドや両者の形式の授

業を平行させて行うなど，何らかの形で「対面授業」

を取り入れている．だが，筆者の担当する授業を受講

している複数の学生から「コロナ禍で外に出歩くのに

恐怖を覚えるので，このままオンライン授業を継続し

て欲しい」という要望を頂いた．逆に，「完全に対面

授業に移行して欲しい」という要望はなかった．

このことは，①コロナ禍において対面授業を強行す

ることが学生や教員にとって心理的・肉体的な負荷と

なること，②オンライン授業に表立った反対意見のな

いこと，を示唆する．上記 3 ，2.1の項で述べたような，

学生がオンライン授業に積極的な意義を見出している

点に関しては，そのまま授業実施者の教員にも当ては

まる．また，教員も例えばオンラインのオンデマンド

授業で収録を繰り返すなどして，いわゆる「授業内で

の言い間違い」を防ぐことができる．

もちろん，語学は実践を重視する「実学」的な側面

を豊穣に備えているため，一方通行的なオンデマンド

授業や顔が見えないオンライン授業の全てに肯定的な

側面があると決めつける訳にはいかない．だが，東北

大学スペイン語部会では，例えば発音指導ではパソコ

ン上で録音した自分の音声ファイルを教員にチェック

してもらう，語用論的な語学修得においては，自分で

語学に関する映像を作成してオンライン上で発表する

などの工夫を行っている．こうした補完的な面でのオ

ンライン授業も行うことで対面授業と変わらないか，

あるいはそれ以上の教育学的効果，即ち学生と教員両

方にとってのメリットがあれば，文科省が再三言うよ

うな「オンライン授業はけしからん」という盲目的な

主張は，感情論を脱しきれておらず，旧態依然かつ真

の教育を無視した暴論と言わざるを得ないだろう．
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4 ．オンライン授業におけるデメリットと新た
な発見（朝鮮語）
2020年度は，オンライン授業のメリットとデメリッ

トの両方を発見した非常に重要な年であった．世界的

な新型コロナの流行とともに，オンライン授業はやむ

を得ない選択だった．オンライン授業に対して漠然と

した否定的な認識を持っていた教員と学生にとっても

非常に有意義な体験であった．もちろん互いに不慣れ

なオンライン授業で問題点もいくつかあったが，予想

に反し新しい授業方法としての可能性も発見できた．

　 

4.1　「基礎朝鮮語Ⅰ・Ⅱ」の問題と改善
2020年 1 学期から突然始まったオンライン授業は，

試行錯誤の連続だった．最初は発音練習に関する動画

を作成し，学生がひとりで練習できるように工夫した．

「ハングルの母音と子音，発音のコツなどに関する動画」

を作成して，ISTUにアップロードした．受講生にそ

の動画を見るように指示し，簡単な課題を提示し提出

させた．課題はクイズ形式で，動画の内容を正確に理

解したかどうかを確認し，回答をISTUに直接入力す

るような仕組みにした．例えば，「調べ学習：韓国語

と朝鮮語の違いは？」という課題を設定し，動画を視

聴させて正しく理解できたか確認した．しかし，あら

かじめ作成した動画を学生が視聴するという方法に

は，様々な問題が生じた．特に，正しく発音できるか

どうかを教員が確認できないという問題点があった．

それを解消すべく，2021年 1 学期には，学生に自分の

声を録音して提出させるという形式の課題を出し，学

生たちが個々で発音練習ができるようにした．

2020年 2 学期からはZoomを利用して，本格的にリ

アルタイム授業を行った．リアルタイム授業では，オ

ンデマンド授業の問題をある程度解決できたが，依然

としてオンライン授業としての問題点も残った．対面

授業の場合は，日本人が区別し難い「자요-차요-

짜요」，「따로따로」のような発音について，一対一で口

の形・舌の位置・呼吸などをチェックしつつ，正確な

発音の指導を効果的に実施できた．しかしリアルタイ

ム授業では，教員も学生もZoomを使ったオンライン

授業に慣れず，一人一人の指導がうまく行われなかっ

た．この点は，2021年のリアルタイムのZoom授業に

おいても，いまだに解決すべき課題として残っている．

　

4.2　「展開朝鮮語Ⅰ・Ⅱ」の問題と改善
2020年「展開朝鮮語Ⅰ・Ⅱ」のクラスは，個人的に

は最も苦心した，かなり反省点の多い授業であった．

受講生は13名しかいなかったが，学生とのコミュニ

ケーションが最も大変だった．特にリアルタイム授業

が始まって間もない頃，オンライン授業に関するルー

ルをきちんと決めていなかったために，混乱が生じて

しまった．まず最も反省すべき点は，オーディオとビ

デオの設定方法を学生に任せたことであった．最初の

授業の時，ある学生のコンピュータの設定に問題が生

じて，オーディオやビデオが正常に作動しなかった．

また，周囲の騒音やスピーカーのハウリングが授業の

妨げになったこともあった．プライバシーを重視する

学生から，ビデオ機能をオフにして授業を受けたいと

要求されたこともあった．私自身がオンライン授業に

あまり慣れていなかったこともあり，そういった学生

の要求をほとんど受け入れてしまった．その結果，リ

アルタイム授業にもかかわらず，反応がほとんどない

授業を進行することになり，終始硬い雰囲気の中で文

法の説明と練習問題の解説が中心となってしまった．

受講生の人数もそれほど多くなかったので，十分に

コントロールできるだろうという安易な考えが問題を

引き起こしてしまったのだと思う．2020年 2 学期の授

業からは，ビデオとオーディオの設定ルールをきちん

と決めて，特別な理由がない限りはそれに従うように

指示を出した結果，そのような混乱は起きなかった．

　

4.3　「展開朝鮮語Ⅲ・Ⅳ」の問題と改善
「展開朝鮮語Ⅲ・Ⅳ」は韓国語上級者向けの授業な

ので，受講生は毎年 4 ～ 5 名程度である．しかし，自

分の考えを韓国語で自由に話せるかなり上級レベルの

学生から，簡単な自己紹介程度しかできない学生まで，

学習者のレベルはさまざまである．それゆえ，授業の

レベル設定が難しい．しかし，ほとんどの学生は，会

話能力の向上を目標にしているので，授業の内容は会

話練習が中心となる．

2020年から「展開朝鮮語Ⅲ・Ⅳ」は，ほぼリアルタ

イムのZoom授業で行った．授業は，最近韓国で話題
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となっているニュースを調べた後，自分の考えを発表

するという方法を選んだ． 1 週間前に次回の発表テー

マを決め，そのトピックに関連する作文を用意させた．

そして授業中に，学生たちは用意した作文をもとに，

自分の考えを韓国語で発表した．発表を聞いた学生た

ちが内容をどの程度理解したかを確認し，簡単な討論

を行った．

「展開朝鮮語Ⅲ・Ⅳ」を受講する学生は，韓国語学

習に非常に熱心である． 2 年以上継続して韓国語学習

への強い意志を持っている真面目な学生なので，発表

回数が重なるにつれて会話能力もかなり高くなるケー

スが多い．その結果，授業が終わる頃には，韓国語の

会話能力が著しく向上した学生がほとんどであった．

学生の積極的な学習態度によってか，対面授業とオン

ライン授業の差はほぼ感じられなかった．

4.4　オンライン授業の可能性について新しい発見
これまで主にオンライン授業の問題点について述べ

たが，オンライン授業のメリットも意外と多かった．

第一は，「簡単なテスト機能を利用して，フィード

バックが簡単にできること」である．オンライン授業

を始めたときに最も苦労した点は，学習の評価をどの

ように行うのかということだった．2020年 1 学期は，

一般的な試験の実施が困難な状況にあったので，

Google Classroomの「テスト付き課題」の機能を使

用した．試験は，正しい文章を完成させるために適切

な単語を選択するという方法で，クラスの授業環境に

よって， 3 回と 5 回の小テストを実施した．Zoomの

オンライン授業中にビデオをオンにしたまま，約20分

の試験を行った．その結果， 3 回の小テストを実施し

たクラスでは，成績に大きな差がなかったのに対して，

5回の小テストを実施したクラスでは，成績の差がはっ

きり現れた．オンライン試験には限界があるが，5回

以上の試験を実施する場合には，客観的な評価も可能

だと考えている．Google Classroomの「テスト付き

課題」という機能の中には，正解と不正解をすぐに

フィードバックできるという便利な機能がある．受講

者が答えを入力してすぐに，その結果の統計情報が表

示される．特に，不正解率が多い問題を直ちに把握で

きるので，試験が終わってすぐに学生たちにフィード

バックができるのは，オンライン授業の利点である．

第二は，「個々の理解度に応じて自由に質疑応答が

できること」である．対面授業とオンライン授業の最

大の違いは，学生が気軽に質問できる雰囲気である．

対面授業では，他の学生から注目されることを気にし

て，授業中の質問をためらう学生が多い．しかし，

Zoomを利用したオンライン授業では，教員と学生が

チャット機能を使って個別に質疑応答ができるので，

周辺の状況を気にせずに質問することができる．これ

らの影響なのか，多数の学生が積極的に質問をする傾

向が目立った．

第三は，「学習意欲が高い上級学習者の場合には，

オンライン授業も対面授業とほぼ同じ雰囲気を維持で

きること」である．上級者の授業は，主に個人発表と

団体討論に分けて実施するが，発表も討論も非常に高

い集中力を維持できた，個人発表の場合には，Zoom

の画面共有機能を使うと，発表資料と発表者の顔が二

画面で表示されるので，共有機能を使わない発表より

も，発表者の積極的な姿勢が生き生きと伝わってきた．

つまり，オンライン上の発表も，対面授業とほぼ差が

ない発表を聞くことができたのである．議論の場合も

同様で，モニターでお互いの表情を見ながら議論を進

めるため，対面授業よりもはるかに活発に議論ができ

た場面が多かった．

実際のオンライン授業を体験して，今まで持ってい

た偏見が完全に崩れる形になった，新型コロナが流行

する前は，オンライン授業はただ対面授業の補助的な

授業に過ぎないと考えていた．その理由は，「オンラ

イン授業は，学力の低い学生を増加させる」という先

行研究（ジョンソン・アンウニョン 2021）の結果を

疑いもせずにただ信じていたためである．しかし，今

回の経験を通して，学習意欲が高い学生にとっては，

むしろオンライン授業の方が対面授業より利点が多い

のではないかと感じた．

5 ．ZOOMを用いたライブ授業の方法とメリッ
トについて（フランス語）

5.1　教室という空間
新型コロナウイルスの感染拡大に伴い，世界は未曽

有の大惨事に見舞われた．そして，今まで対面で行っ
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ていた授業を急に全て遠隔で行わなければならなく

なった．報告者自身，そのような体験は一度もしたこ

とがなかったし，何よりも語学の授業においては，学

生同士が教室で出会い，そこで対話することが最も重

要だと考えてきた為，突然のことに驚き戸惑った．教

室という空間が確保されない授業など，誰が想像でき

たであろうか？学生達の笑い声が聞こえ，彼らの表情

が読み取れ，開始と終了のチャイムが鳴るから授業と

いう形が成り立っていたのではないか？そのようなこ

とを考え，何から手を付ければいいのが分からず途方

にくれたが，「敵」は感染症なので，やはり飛沫が飛

び交うような環境は避けるべきである．2020年度当初

は本学のインターネットスクールを利用し，オンデマ

ンド型の授業を配信していたが，学生からの反応も少

なく，本当に視聴してくれているかどうかも分からな

かった．　　

そんな折に同僚からZOOMというWeb会議サービ

スがあることを教えてもらい，半信半疑でそれを使っ

てライブ授業をすることにした．これはいわば教室と

いうパブリックスペースから脱却し，バーチャルな空

間の中で授業を行うという冒険的な試みであったと

言っても過言ではない．

5.2　教科書『政宗伝』
折しも，報告者は2020年 2 月に『政宗伝　RPGで

学ぶフランス語』（三修社，2020）を出版し，2020年

度より 1 年生向けの授業で使用する予定であった．こ

の教科書は冒険的なストーリー（本編）とグリモワー

ル（ストーリーを理解する為の文法・語彙の説明．グ

リモワールはフランス語で「魔術書」の意味）から成

り，学習者が主体的にフランス語を学習できるように

なっている．また，音源はQRコードからダウンロー

ドすることができ，80～90年代初頭のロールプレイン

グゲームを思わせる音楽や，歌などの聴覚教材もつい

ている．尚、この教科書は2021年度も使用し，現在報

告者と機構のネイティブ講師が担当する「基礎フラン

ス語」の全てのクラスにおいて使用している．

教科書は近未来を舞台としており，設定は以下の通

りである．

この時代，人々は一見普通に暮らしているように見

えるが，突然無差別な殺人事件が起きたり，異文化排

除を叫ぶ団体が現れたりするなど，殺伐とした雰囲気

に包まれている．その状況の背後にはWANOという

組織の暗躍があった．彼らは人々に，世界共通語であ

る「統一言語」を学ぶよう強要する，この言葉を上手

く操れるものはエリートとして各国を牛耳る者とな

る．しかしそうでない者は，母語でも十分な表現や意

思の疎通ができなくなり，自分の世界に引き籠ってし

まうか，あるいは排他的になってしまう．

物語の主人公，マサムネは文学や思想に興味を持ち

フランス語を勉強しようとするが，この時既に日本で

はフランス語が教えられなくなっており，秘密警察か

ら執拗な妨害を受ける．そして，身の危険を感じた彼

は渡仏し，ディジョンという街にたどり着く。ここか

ら冒険が始まる．

この教科書は所謂ゲーミフィケーションの理論を応

用しており，フランス語を使ったゲームを解きながら，

様々な文法や語彙や口語表現などが習得できるように

配慮されている．もちろん初学者は本編だけを見ても

問題を解くことができない為，補助教材（あるいは

「ゲーム攻略本」）としてグリモワール（文法などの説

明書）の助けを借りて課題を解決していく．

『政宗伝』は新型コロナウイルス感染拡大以前に着

想を得たものなので，もちろん対面授業で使用するこ

とを想定していた．しかし，コロナ禍で遠隔授業を余

儀なくされたため，2020年度より，図らずも遠隔で使

用することとなった．しかし，この教科書が思わぬ効

力を発揮することとなる．

　
5.3　予習グループと反転授業

遠隔で一方的な講義形式の授業をしてしまうと，学

生の集中力が途切れてしまうと考え，報告者は「反転

授業」の考え方を応用して，授業を進めることにした．

反転授業とは，知識の習得ではなく知識の活用方法を

学ぶことを重視した授業のことである．具体的には，

授業を行う前に，予習段階でグリモワールを参照して

もらい，教科書本編にあるゲームの答えを考えてきて

もらう．次に授業では再度本編を扱い，グループワー

クを通じて問題を解き，課題を解決していく．授業後

には練習問題をやってもらい，Google Classroomに
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提出してもらう．このような流れにすることで授業の

質的転換を試みた．

従来の授業では，授業中に問題解決能力を磨くこと

はほとんどできなかった．基礎知識の習得が重視され，

それを応用する方法の習得に至る程の時間的余裕がな

かったのである．しかし，予習段階である程度知識の

習得をさせることによって，問題解決能力や協調性な

ども鍛えることができる．また，この場合授業はイン

プットする場というよりはむしろアウトプットする場

となる．こうして，反転授業を行うことによって，理

解の定着を促すことができる．

この反転授業を行う際に，もう一つ工夫したことが

ある．それは「予習グループ」を結成することである．

年度はじめの 4 月と夏休みが終わり，新学期が始まる

10月の 2 回， 3 名から成る予習グループを結成した．

丁度教科書に出てくる主要登場人物が 3 名だというこ

ともあるが，この 3 名で授業の各回の前に 1 時間程度

各自オンライン会議を開いてもらい，グリモワールを

もとに各課の予習をしてきてもらう，協働学習をさせ

ることで学習量の格差を防ぐのが狙いだった．実際の

授業では，ZOOMの「ブレイクアウトルーム」機能

を使い，再びランダムに 3 名から成るグループを結成

し，各課に 5 ～ 6 ほどあるゲームを10分～15分程度か

けてグループワークで解いてもらう．こうすることで，

連帯して予習を行うことができるし，授業中は予習グ

ループと異なるメンバーになるので他グループの予習

状況や進捗状況などの情報を得ることができる．しか

も，答え合わせは全員で行っていく為，学習者は予習，

授業のグループワーク，答え合わせの 3 回，ゲームを

していることになる．このようにメンバーを頻繁に入

れ替え，ゲーム的な要素をふんだんに散りばめた課題

をチームで繰り返し解決していくことによって，フラ

ンス語のコミュニケーション能力が定着していく．授

業中は頻繁に発話させるが，教員は「スピーカービュー」

にして学生の口の形を確認し，発音を指導する．こう

することで，遠隔授業ではあっても学生が途中で退出

したり，集中力が途切れたりすることはほとんどなく

なった．

ここで学生と約束したことが 2 点ある。それは，ま

ずZOOMによるライブ授業中はカメラをオンにする

ことである．こうすることで，スピーカービューを使っ

て学習者が正しい口の形で発話できているか確認する

ことができるし，顔が写っていることで学習者は集中

しやすくなる．次に，全体の答え合わせの時はマイク

をミュート，グループワークの時はマイクをオンにす

ることである．こうすることで全体会議の時は学生に

動詞の活用やフランス語のフレーズを自由に大きな声

で発話させることができるし，ハウリングも避けるこ

とができる。このように，遠隔授業にいくつかの工夫

を加えることで，バーチャルな空間にいながら現実に

近く，学習者を飽きさせない授業づくりができた．

5.4　効果と問題点
以上のようなことをおよそ 1 年半進めてきたわけだ

が，現在では学生の方でも，感染を避け，自宅にいな

がらフランス語が話せることから，むしろ遠隔授業を

好む者の方が多い．また，当初はフランス語圏に留学

できないなど，学生が学習のモチベーションを低下さ

せないか懸念されたが，2020年度秋において，フラン

ス語検定を受験した者は160名を超え，過去最高を記

録するとともに，合格率も極めて高かった．また，

2021年度秋の受験者は190名を超え，過去最高を更新

している．

ただ，問題点が散見されることもまた事実である．

まず，試験と評価の問題である．対面で試験ができな

い折，報告者は遠隔による試験を試みたが，公正な方

法がなかなか見つからなかった．結果的にディクテー

ションの問題を20問程度出すことにしたが，採点にか

なりの時間を要した．次に，授業運営に関してGoogle 

Classroomやメールで学生とやり取りしたが，連絡方

法がこれらの通信手段のみだった為，対面授業におい

ては授業後に口頭で説明していた些末な事柄も，全て

メールで返信せねばならす，他の事務的な仕事をメー

ルで対応するようになった事も相まって，煩雑を極め

た．最後に，やはり遠隔の場合学習者によってその学

習量のばらつきが出やすく，成績の良い者は極端に良

いが，悪い者は極端に悪いという結果になった．それ

を解消する為に「予習グループ」を作ったわけだが，

完全に機能しているとは言い難い結果となってしまっ

た．
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このような問題点は今後の課題であり，教員・学生

が大きな負担なく授業を進めていけるかどうかが大き

な鍵を握るだろう．

5.5　最後に
まとめとして，当初は懸念されたZOOMによる遠

隔ライブ授業が，思った以上に機能したことが確認で

きた．そのポイントは，いかに学生主体の授業運営に

転換させるかであった．教員はとかく授業中あまりに

多くのことを話してしまいがちである．しかし，学生

が考える間もないうちに解説し，答えを与えてしまう

と，学習者の主体性が損なわれてしまいかねない．

授業の主役はあくまで学生である．教員は，学生目

線に立って，彼らが主体的に学べるように授業設計を

したほうが良いし，とりわけ遠隔授業においてはその

ような考え方が重要である．『政宗伝』を使うように

なってから，教員はファシリテーターへと変化した．

学生が社会に出て必要なのは，授業で磨いたコミュニ

ケーション能力を駆使し，自ら考え，主体的に行動す

ることである．「内向き志向」な学生が多い中，その

ようなアウトプットの練習を，大学在学中，特に低学

年において実践しておくに越したことはない．その意

味で，いかに学生を「主人公」にした授業づくりをし

ていくかが，今後は更に問われることとなるだろう．

6 ．ブレンディッドラーニングにおけるオンデ
マンド授業への展望（中国語）

6.1　はじめに
ここでは，初修中国語におけるコロナ対応の教育実

践の一つとして，筆者（趙）が行ったオンデマンド授

業を取り入れたブレンディッドラーニング（以下BL）

の取り組みについて報告するとともに，ポストコロナ

における教育DX（デジタルトランスフォーメーショ

ン）を見据えて，オンデマンド授業を取り入れた新た

なBLモデルを提案する．

筆者は，これまで，初修中国語教育において，自習

を促進し，学習意欲と学習効果を高めるため，教育の

効果・効率・魅力を高めるインストラクショナルデザ

イン理論に基づき，対面授業，授業後のeラーニング

による復習，および次回授業でのテスト・発展学習か

らなる 3 段階学習プロセスのBLモデルを提案，実践

している（図 1 ）．

また，急速なスマートフォンの普及に対応し，短時

間で随時随所にミニ学習ができるよう，eラーニング

による復習をパソコン利用からスマートフォン利用へ

転換した．具体的には，スマートフォン利用の学習形

態であるMicrolearningの設計原則に基づいて，音声

機能やゲーム性などを活用した多様な練習コンテンツ

からなるアプリ教材を開発し，さらに学習状況を視覚

的に提示するユーザーインターフェース，および学習

ログを視覚的に提示する学習履歴システムを開発し

た．実証実験の結果，学習意欲の向上と維持，復習状

況の改善，学習効果の向上が確認された．

2020年，コロナ禍に際し，授業のオンライン化を必

須とする背景の下で，これまで提案してきた 3 段階学

習プロセスは，全面オンライン化の 3 段階学習プロセ

スへの変更を迫られ，オンデマンド授業とリアルタイ

ム授業を組み合わせた新たなBLに取り組み始めるこ

ととなった．その結果，次項に示すように，この1年

半に及ぶ実践を通して，BLにおけるオンデマンド授

業の実践可能性が確認された．

6.2　オンデマンド授業を取り入れたBL
筆者が設計し，実践したオンライン化による 3 段階

学習プロセスのBLを図 2 に示す．すなわち，段階 1：

オンデマンド授業による新しい内容の学習，ここでは，

主に語彙，会話，文法の学習やリスニング練習などを

行い，効率的なインプットの実現を目指す．段階 2 ：

スマホアプリによる復習（従来通り）で，授業と連携

した単語練習，文型練習，リスニング，スピーキング

などを行い，効率的な知識定着を目指す．段階 3 ：リ

アルタイム授業による対話型活動，ここでは，個々の

学習者の発音の確認と指導，ペアワークでの会話練習，

グループワークでの作文と発表，小テストやフィード
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な鍵を握るだろう．

5.5 最最後後にに

まとめとして，当初は懸念された ZOOM による遠隔

ライブ授業が，思った以上に機能したことが確認でき

た．そのポイントは，いかに学生主体の授業運営に転

換させるかであった．教員はとかく授業中あまりに多

くのことを話してしまいがちである．しかし，学生が

考える間もないうちに解説し，答えを与えてしまうと，

学習者の主体性が損なわれてしまいかねない．

授業の主役はあくまで学生である．教員は，学生目

線に立って，彼らが主体的に学べるように授業設計を

したほうが良いし，とりわけ遠隔授業においてはその

ような考え方が重要である．『政宗伝』を使うようにな

ってから，教員はファシリテーターへと変化した．学

生が社会に出て必要なのは，授業で磨いたコミュニケ

ーション能力を駆使し，自ら考え，主体的に行動する

ことである．「内向き志向」な学生が多い中，そのよう

なアウトプットの練習を，大学在学中，特に低学年に

おいて実践しておくに越したことはない．その意味で，

いかに学生を「主人公」にした授業づくりをしていく

かが，今後は更に問われることとなるだろう．

6. ブブレレンンデディィッッドドララーーニニンンググににおおけけるるオオンンデデ

ママンンドド授授業業へへのの展展望望（（中中国国語語））

6.1 ははじじめめにに

ここでは，初修中国語におけるコロナ対応の教育実

践の一つとして，筆者（趙）が行ったオンデマンド授

業を取り入れたブレンディッドラーニング（以下BL）

の取り組みについて報告するとともに，ポストコロナ

における教育 DX（デジタルトランスフォーメーショ

ン）を見据えて，オンデマンド授業を取り入れた新た

な BL モデルを提案する．

筆者は，これまで，初修中国語教育において，自習

を促進し，学習意欲と学習効果を高めるため，教育の

効果・効率・魅力を高めるインストラクショナルデザ

イン理論に基づき，対面授業，授業後の e ラーニング

による復習，および次回授業でのテスト・発展学習か

らなる 3 段階学習プロセスの BL モデルを提案，実践

している（図 1）．

図１．BL モデル：３段階学習プロセス

図図 11．．BL モモデデルル：：3 段段階階学学習習ププロロセセスス 

また，急速なスマートフォンの普及に対応し，短時

間で随時随所にミニ学習ができるよう，e ラーニング

による復習をパソコン利用からスマートフォン利用へ

転換した．具体的には，スマートフォン利用の学習形

態である Microlearning の設計原則に基づいて，音声機

能やゲーム性などを活用した多様な練習コンテンツか

らなるアプリ教材を開発し，さらに学習状況を視覚的

に提示するユーザーインターフェース，および学習ロ

グを視覚的に提示する学習履歴システムを開発した．

実証実験の結果，学習意欲の向上と維持，復習状況の

改善，学習効果の向上が確認された．

2020 年，コロナ禍に際し，授業のオンライン化を必

須とする背景の下で，これまで提案してきた 3 段階学

習プロセスは，全面オンライン化の 3 段階学習プロセ

スへの変更を迫られ，オンデマンド授業とリアルタイ

ム授業を組み合わせた新たな BL に取り組み始めるこ

ととなった．その結果，次項に示すように，この 1 年

半に及ぶ実践を通して，BL におけるオンデマンド授

業の実践可能性が確認された．

6.2 オオンンデデママンンドド授授業業をを取取りり入入れれたた BL

筆者が設計し，実践したオンライン化による 3 段階

学習プロセスの BL を図 2 に示す．すなわち，段階 1：

オンデマンド授業による新しい内容の学習，ここでは，

主に語彙，会話，文法の学習やリスニング練習などを

行い，効率的なインプットの実現を目指す．段階 2：

スマホアプリによる復習（従来通り）で，授業と連携

した単語練習，文型練習，リスニング，スピーキング

などを行い，効率的な知識定着を目指す．段階 3：リ

アルタイム授業による対話型活動，ここでは，個々の

学習者の発音の確認と指導，ペアワークでの会話練習，

グループワークでの作文と発表，小テストやフィード

バックなどを実施し，豊かなアウトプットの実現を目

指す．

図 1 ．BLモデル： 3 段階学習プロセス
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深井 陽介ほか・ポストコロナにおける教育スタイルを見据えて

バックなどを実施し，豊かなアウトプットの実現を目

指す．

このうち，特に段階 1 については，従来の対面授業

から，時間，空間，人数に制約されず，自己ペースで

反復受講できるオンデマンド授業へと根本的な転換を

図った．2020年度では，試行的に過去の授業動画を編

集してYouTubeから配信する方法で実践し，その結

果，授業動画はわかりやすかった，学習に取り組みや

すかったという学習者の肯定的な評価があった一方，

一部学習者における学習ペースと学習意欲の持続困

難，また，個々の学習者の学習履歴と進捗状況の把握

ができないという問題も確認された．

こうした問題に対し，2021年度では，一方通行の授

業動画からインタラクティブな授業動画に改善し，さ

らに学習進捗状況が確認できるように改善した．具体

的には，インタラクティブな動画の作成ツールである

PlayPosit（https://go.playposit.com）を利用して，授

業動画に語彙や会話のリスニングクイズを入れること

にした．これにより，学習者が授業動画を視聴しなが

ら，クイズに答えるインタラクティブな学習となり，

学習意欲の持続，学習効果の向上が期待できる．さら

に，こうした学習の状況，例えば，学習時間，クイズ

の正誤状況と得点などが，学習履歴に詳細に記録され，

授業出席と受講状況のデータとなる．これらにより，

学習者の学習ペースと学習意欲の持続を促しつつ，学

習進捗状況を把握し，それを踏まえた指導を行うこと

もできる．

改善した授業動画を用い，オンライン化による3段

階学習プロセスのBLを実践した結果， 2020年度にお

いては一部学習者が授業動画を視聴しなかったのに対

し，2021年度前期では，ほとんどの学習者が動画を視

聴し，クイズに取り組んだことが学習履歴から確認さ

れた．また，前期末試験に関しては，コロナ前と同様

な試験問題と方法で実施したが，その結果は，良好な

学習効果が得られた2017年度の場合と比較しても，大

差ないものとなった．すなわち，発音編（リスニング）

の得点が若干下がったほかは，本課編の得点および全

体の合計点は，2017年度と差がないことが確認された

（表 1 ）．なお，これについては詳細を別稿で報告する

予定である．

以上の実践結果により，オンデマンド授業の実践可

能性が示された．今回は，過去の対面授業を収録した

動画による試行であるが，今後，オンデマンドの学習

形態を踏まえ，インストラクショナルデザインに基づ

いて，学習意欲と学習効果をより高めるBLのための

オンデマンド授業を開発することができれば，より高

い教育効果が期待できると予想される．

次項では，本稿の締めくくりとして，ポストコロナ

における教育DXを見据えて，オンデマンド授業を取

り入れた新たなBLモデルを提案する．

6.3　ポストコロナの 3 段階学習プロセス
コロナ禍により，ICT活用のオンライン授業が一斉

に展開され，多くの教員がICT活用のスキルを高め

る一方，学生もオンライン授業に肯定的な評価が多く，

全体的にICT活用教育は大きく前進できたと言える．

デジタル技術を活用し社会全体に大きな変革をもたら

しているDXは，今後教育においても確実に大きな潮

流となっていくに違いない．

そこで，筆者は，ポストコロナにおける教育DXに
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図図 2．．オオンンラライインン化化にによよるる 3 段段階階学学習習ププロロセセスス

このうち，特に段階 1 については，従来の対面授業

から，時間，空間，人数に制約されず，自己ペースで

反復受講できるオンデマンド授業へと根本的な転換を

図った．2020 年度では，試行的に過去の授業動画を編

集してYouTubeから配信する方法で実践し，その結果，

授業動画はわかりやすかった，学習に取り組みやすか

ったという学習者の肯定的な評価があった一方，一部

学習者における学習ペースと学習意欲の持続困難，ま

た，個々の学習者の学習履歴と進捗状況の把握ができ

ないという問題も確認された．

こうした問題に対し，2021 年度では，一方通行の授

業動画からインタラクティブな授業動画に改善し，さ

らに学習進捗状況が確認できるように改善した．具体

的には，インタラクティブな動画の作成ツールである

PlayPosit（https://go.playposit.com)を利用して，授業動画

に語彙や会話のリスニングクイズを入れることにした．

これにより，学習者が授業動画を視聴しながら，クイ

ズに答えるインタラクティブな学習となり，学習意欲

の持続，学習効果の向上が期待できる．さらに，こう

した学習の状況，例えば，学習時間，クイズの正誤状

況と得点などが，学習履歴に詳細に記録され，授業出

席と受講状況のデータとなる．これらにより，学習者

の学習ペースと学習意欲の持続を促しつつ，学習進捗

状況を把握し，それを踏まえた指導を行うこともでき

る．

改善した授業動画を用い，オンライン化による 3 段

階学習プロセスの BL を実践した結果， 2020 年度に

おいては一部学習者が授業動画を視聴しなかったのに

対し，2021 年度前期では，ほとんどの学習者が動画を

視聴し，クイズに取り組んだことが学習履歴から確認

された．また，前期末試験に関しては，コロナ前と同

様な試験問題と方法で実施したが，その結果は，良好

な学習効果が得られた 2017 年度の場合と比較しても，

大差ないものとなった．すなわち，発音編（リスニン

グ）の得点が若干下がったほかは，本課編の得点およ

び全体の合計点は，2017 年度と差がないことが確認さ

れた（表 1）．なお，これについては詳細を別稿で報告

する予定である．

表表 4．．前前期期試試験験のの結結果果

2017 年度

（n = 290）

2021 年度

（n = 187）
t 検定

項目 (満点) M SD M SD 結果

発 音 編 (30

点)
23.7 3.3 23.0 3.6 * 

本課編(第 1〜

4 課) (70 点)
58.8 7.5 59.9 8.6 ―

合計 (100 点) 82.5 9.6 82.9 11.0 ―

M：平均値； SD：標準偏差； *p < .05； ―：有意な

差はない

以上の実践結果により，オンデマンド授業の実践可

能性が示された．今回は，過去の対面授業を収録した

動画による試行であるが，今後，オンデマンドの学習

形態を踏まえ，インストラクショナルデザインに基づ

いて，学習意欲と学習効果をより高める BL のための

オンデマンド授業を開発することができれば，より高

い教育効果が期待できると予想される．

次項では，本稿の締めくくりとして，ポストコロナ

における教育 DX を見据えて，オンデマンド授業を取

り入れた新たな BL モデルを提案する．

6.3 ポポスストトココロロナナのの 3 段段階階学学習習ププロロセセスス

コロナ禍により，ICT 活用のオンライン授業が一斉

に展開され，多くの教員が ICT 活用のスキルを高める

一方，学生もオンライン授業に肯定的な評価が多く，

全体的に ICT 活用教育は大きく前進できたと言える．

デジタル技術を活用し社会全体に大きな変革をもたら

している DX は，今後教育においても確実に大きな潮

流となっていくに違いない．

そこで，筆者は，ポストコロナにおける教育 DX に

向けた新たな BL として，オンデマンド授業による新

しい内容の学習，AI（人工知能）活用のスマホアプリ

図 2 ．オンライン化による 3 段階学習プロセス
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以上の実践結果により，オンデマンド授業の実践可

能性が示された．今回は，過去の対面授業を収録した

動画による試行であるが，今後，オンデマンドの学習

形態を踏まえ，インストラクショナルデザインに基づ

いて，学習意欲と学習効果をより高める BL のための

オンデマンド授業を開発することができれば，より高

い教育効果が期待できると予想される．

次項では，本稿の締めくくりとして，ポストコロナ
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コロナ禍により，ICT 活用のオンライン授業が一斉

に展開され，多くの教員が ICT 活用のスキルを高める

一方，学生もオンライン授業に肯定的な評価が多く，

全体的に ICT 活用教育は大きく前進できたと言える．

デジタル技術を活用し社会全体に大きな変革をもたら

している DX は，今後教育においても確実に大きな潮

流となっていくに違いない．

そこで，筆者は，ポストコロナにおける教育 DX に
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表 4 ．前期試験の結果
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向けた新たなBLとして，オンデマンド授業による新

しい内容の学習，AI（人工知能）活用のスマホアプ

リによる復習，対面授業によるアクティブラーニング

からなる，新3段階学習プロセスモデルを提案する（図

3 ）．

具体的には，まず，段階 1 のオンデマンド授業では，

動画配信と学習管理システムを利用して，インタラク

ティブ学習や協働学習を取り入れ，学習者の進捗状況・

理解度の確認，フィードバックと学習管理が可能な授

業を開発する．これらにより，語彙，会話と文法の学

習，リスニングなどを行うことで，効果的なインプッ

トを実現し，動機づけの高い自律的な学びが期待でき

る．

次に，段階 2 のAI活用の復習では，AIの音声認識・

対話機能を活用した随時随所でのMicrolearningとし

て，スマホアプリ教材による授業と連携した単語練習，

文型練習，リスニング，スピーキングなどを行い，効

率的な知識定着を目指す．

さらに，段階 3 の対面授業では，アクティブラーニ

ングを実施し，実践応用への展開として，体験学習，

課題解決学習，小テスト，振り返り，発表などを行い，

豊かなアウトプットの実現を目指す．

こうした新 3 段階学習プロセスによるBLモデルを

構築することにより，ICT活用の高度化，自己調整学

習，教育資源の共有，同一科目における授業内容の統

一化・標準化，教育の質保証と向上，効果的・効率的・

魅力的な教育などの実現を目指して行きたい．

注

1）  二人の教員によるペアクラスは，2021年度前期の場

合，全24クラスのうち 6 クラスのみである．

2）  2021年度前期の非常勤講師によるドイツ語の授業は，

基礎ドイツ語・展開ドイツ語ともにすべて対面で行

われた． 

3）  「対面授業のみ／対面授業中心」を希望した受講生も

含めて全員に，オンライン授業を行う場合の「オン

デマンド型 vs. リアルタイム型」について回答してい

ただいた．

4）  ドイツ語のオンライン授業については境（2021）と

竹内（2021）の他，日本独文学会ドイツ語教育部会

の『ドイツ語教育』25のフォーム「オンライン授業

の工夫」を参照されたい．

5）  2020年11月 2 日付毎日新聞（2021年 6 月12日閲覧）

  （ h t t p s : / / m a i n i c h i . j p / a r t i c l e s / 2 0 2 0 1 0 3 0 /

k00/00m/040/204000c）

6）  2021年 6 月 9 日付朝日新聞（2021年 6 月12日閲覧）

  （ h t t p s : / / w w w . a s a h i . c o m / a r t i c l e s /

ASP6872CTP68UTIL05C.html?twico）

7）  2020年 7 月31日付ニューズウィーク日本版「学生が

大学を訴える─質落ちたオンライン授業に「学費

返せ」」（2021年12月17日閲覧）

  （ht tps : / /www.newsweek j apan . j p / s t o r i e s /

woman/2020/07/post-423.php）

8）  関西大学プレリリースNo. 38. 2020年11月 5 日（2021

年 6 月12日閲覧）

  （https://www.kansai-u.ac.jp/ja/assets/pdf/about/pr/

press_release/2020/No38.pdf）

9）  教学IRプロジェクト「2020年度春学期実施「遠隔授

業に関するアンケート」結果から見えたこと」報告

資料【ダイジェスト版】（2021年 6 月12日閲覧）

  （ h t t p s : / / w w w . k a n s a i - u . a c . j p / i r / o n l i n e _

survey_2020sp_digest.pdf）

10）  向後（2020：24）は, 社会人の学び直しのためにはオ

ンライン授業を単なる対面授業の補完的な立場とし

て位置づけてはならないと戒めている．この研究で

は更に, より能動的にオンライン授業を活用するべく

調査・報告している．
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による復習，対面授業によるアクティブラーニングか

らなる，新 3 段階学習プロセスモデルを提案する（図
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